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二の丸EXv2 Ver 2.6.252.1
機能追加
1. 「工事台帳」画面に請求先情報欄を追加しました。
2. 「得意先マスタ」画面に 「メモ01」～「メモ20」の項目を追加しました。
3. 「得意先詳細参照」画面に契約限度額の項目を追加しました。
4. 「工事内訳」画面のテキスト出力に項目を追加しました。

＜発注オプション＞
5. 「過去明細参照」画面の明細切替欄に在庫発注明細を追加しました。
6. 「発注予定明細」画面の「見積明細参照」画面に「列設定」画面を追加しました。
7. 「発注予定明細」画面の「見積マスタ参照」画面に実行後画面を閉じない条件を追加しました。
8. 「発注管理」メニューに新画面「発注明細一覧」画面を追加しました。

機能改善
9.17帳票の出力速度を大幅に改善しました。

その他改善
10. 「請求書作成」画面で見積取込したときの小計と中計の位置を改善しました。
11. 「工事台帳」画面で「得意先コード」を入力、修正したとき「税率」の動きを改善しました。
12. 「工事台帳」画面で書庫管理タブに参照できないショートカットが存在したときの動きを改善しました。

＜発注オプション＞
13. 「工事経歴書システム設定」画面の拠点欄に「工事部門」が設定できるよう改善しました。



1. 「工事台帳」画面に請求先情報欄を追加しました。
「基本システム設定」画面の特殊ルーチンタブで「工事台帳」画面の請求先情報欄を
「使用する」「使用しない」の切替ができます。

新条件を追加しました。
物件台帳の請求先情報欄を使用しない場合は
チェックを付けてください。



「□物件台帳の請求先情報を使用しない」のチェックを外した状態で
「工事台帳」画面に請求先情報欄の項目が表示されます。

請求先情報欄が追加になりました。
チェックを付けることで得意先コードが
請求先コードにセットされます。

得意先と請求先が違う場合、請求先情報を入力することで工事番号ごとの請求先が
一目でわかり便利です。



「工事台帳」画面の[F7:請求書作成]ボタンをクリックすると請求先情報欄を使用して
「請求書作成」画面が開きます。※「物件一覧」画面から右クリック「請求書作成を表示」も同様です。

「工事台帳」画面から請求データを作成するときに請求先の得意先コードが違う場合は請求先情報欄に
入力しておくことで毎回「請求書作成」画面で修正せず請求データが作成できます。

「表示設定(二の丸)」画面の物件台帳タブから表示設定をすることで「物件一覧」画面に請求先情報
欄の項目が表示されます。※「物件一覧(参照)」画面、「物件一覧(復元)」画面も同様です。



2.「得意先マスタ」画面に 「メモ01」～「メモ20」の項目を追加
  しました。
「表示設定(共通)」画面の得意先マスタタブから表示設定をすることで
「得意先マスタ」画面に「メモ01」～「メモ20」の項目が表示されます。
「得意先詳細参照」画面に表示されます。

表示区分(共通)の得意先マスタタブで
設定できます。



3.「得意先詳細参照」画面に契約限度額の項目を追加しました。
「基本システム設定」画面の特殊ルーチンタブで「得意先詳細」画面の契約限度額情報を
「使用する」「使用しない」の切替ができます。
既存の「得意先詳細参照」画面の表示内容が変わります。

新条件を追加しました。
「得意先詳細参照」画面で契約限度額を
使用しない場合はチェックを付けてください。



未請求金額、未入金額や過去の請求データ、入金データの履歴が表示されるので請求、入金の
漏れが確認できます。

「□得意先詳細(契約限度額)を使用しない」のチェックを外した状態で
「得意先詳細参照」画面に契約限度額情報の項目が表示されます。

限度額:「得意先マスタ」画面の「契約ＭＡＸ額」
未入金:請求データの「回収予定日」が当日より小さい日付の未入金合計
入金予定:請求データの「回収予定日」が当日より大きい日付の未入金合計
未現金化:入金データの「手形期日」が当日以上の入金額合計
未請求金額:工事が完成している工事の契約金額－請求金額
限度額残:限度額 – 合計

得意先コードで集計します。

「得意先マスタ」画面の
「メモ01」～「メモ20」を
表示します。



4.「工事内訳」画面のテキスト出力に項目を追加しました。

「工事内訳」画面のテキスト出力に工事台帳ファイルの項目を追加しました。
既存のテキスト出力の後ろに出力されます。

【新規追加項目】
「受注先コード」、「受注先名」、「部門コード２」、「部門名称２」、「担当者コード」、「担当者名」、
「担当者コード２」、「担当者名２」、「工事区分１」、「工事区分１名称」、「工事区分２」、
「工事区分２名称」、「工事完成日」



5.「過去明細参照」画面の明細切替欄に在庫発注明細を
追加しました。

「発注予定明細」画面、「在庫発注処理」画面の[F4:過去明細参照]ボタンをクリックすると開く
「過去明細参照」画面の明細切替欄に「在庫発注明細」を追加しました。

【発注オプション】

「在庫発注明細」が設定できます。



6.「発注予定明細」画面の 「見積明細参照」画面に
「列設定」画面を追加しました。

「発注予定明細」画面の[F6:見積参照]ボタンをクリックすると開く
「見積明細参照」画面の右クリックに「列設定」画面を追加しました。

【発注オプション】

右クリックに「列設定」を
追加しました。



7.「発注予定明細」画面の 「見積マスタ参照」画面に
    実行後画面を閉じない条件を追加しました。

「発注予定明細」画面の[F7:見積マスタ参照]ボタンをクリックすると開く
「見積資材マスタ参照」画面に「□実行後画面を閉じない」の条件を追加しました。

チェックを付けることで画面を閉じることなく見積資材マスタの内容を連続して「発注予定明細」画面
にセットすることができます。

【発注オプション】

「□実行後画面を閉じない」を
追加しました。



8. 「発注管理」メニューに新画面「発注明細一覧」画面を
追加しました。
今までは発注した材料を確認するためには工事ごとの発注を確認することで可能でした。
しかし工事が必ず条件となっているため、材料の明細からの検索はできませんでした。
この度の発注明細一覧では可能となりました。

メリットを下記に上げます。

・発注情報を調べるのに便利です。
発注の明細を並び替えたり・絞り込んだりして検索できます。

・材料・外注の発注の内容、入庫の状況確認ができます。
工事担当者は必要な材料・機器の発注内容・入荷履歴の確認ができます。

・会社全体で仕入先・外注先の発注額を確認できます。
ある業者に発注した明細・ある仕入先に発注した期間の金額の確認が可能です。

・業者からの請求漏れを防ぎます。
完成した工事の、業者からの未請求を確認できます。

【発注オプション】

※パスワード設定をしている場合は「パスワード設定」画面にある発注明細一覧を
×から〇に変更して二の丸EXv2を再起動してください。

「発注管理」メニューに新画面「発注明細一覧」画面を追加しました。



・発注情報を調べるのに便利です。
発注の明細を並び替えたり・絞り込んだりして検索できます。

並び替えは◇を
クリックしてください。

条件欄に入力することで
絞り込みができます。

・材料・外注の発注の内容、入庫の状況確認ができます。
工事担当者は必要な材料・機器の発注内容・入荷履歴の確認ができます。

納入数量、納入金額が
確認できます。

区分ごとに絞り込みが
できます。



・会社全体で仕入先・外注先の発注額を確認できます。
ある業者に発注した明細・ある仕入先に発注した期間の金額の確認が可能です。

・業者からの請求漏れを防ぎます。
完成した工事の、業者からの未請求を確認できます。

発注日で
絞り込みができます。

未納金額が
確認できます。

工事完成日で
絞り込みができます。



9.17帳票の出力速度を大幅に改善しました。

帳票出力の速度を大幅に改善しました。

「物件一覧印刷」画面
「工事集計表」、「工事一覧表」、「工事台帳(原価明細書)」、「工事別予算残管理表(発注付)」、
「工事別予算残管理表(発注なし)」

「物件一覧印刷(売上・入金)」画面
「工事別月別集計表」、「工事支出金表」

「入金印刷」画面
「入金予定表」、「入金予定表(未入金分)入金予定日順」、「入金予定表(未入金分)担当者順」、
「入金予定表(未入金分)担当者順改頁有」、「入金種別一覧表]

「売上印刷」画面
「売掛残高一覧表」、「売掛残高一覧表(入金先集計コード)」、「工事別残高一覧表」、
「売上集計表」

「支払印刷」画面
「仕入元帳(日付順)」



二の丸EXv2 Ver 2.6.252.1

レベルアップに関しては、こうじやさん管理ツールより最新版をダウンロードをして実行をお願い致します。

データベースのレベルアップが必要になります。
レベルアップを実行する時には、全てのパソコンでIDS製品を終了していただき、レベルアップの実行をお
願い致します。

なお、ご不明な点は弊社担当またはサポートデスクまでお問い合わせください。

引き続き弊社製品をよろしくお願い申し上げます。
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